2011年4月12日（改訂版）
「千寿製薬株式会社　医療用点眼剤　一覧」掲載のお知らせ

2011 年3 月11 日に発生した東日本大震災におきまして、被害を受けられた皆さまに心よりお見舞い申しあげます。
震災後は、従来の治療が受けられず、不安な毎日をお過ごしの方々が多数おいでのことと存じます。患者様におかれましては、今まで使用されていた医薬品の名称がわからず、医薬品の特定が難しいことも多いとお察しいたします。
そこで、患者様からの情報で医薬品を特定するために一つの資料として、下記の資料を作成いたしましたので、お役立ていただければ幸いに存じます。
	千寿製薬株式会社　医療用点眼薬　一覧　（簡易版）
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	千寿製薬株式会社　医療用点眼薬　一覧　（詳細版）
※効能・効果、用法・用量、規制区分　付
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被災地の一日も早い復旧と皆さまのご健康を心からお祈り申しあげます。
以上
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千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


製品名 ベストロン点眼用0.5％ ピマリシン点眼液5％｢センジュ｣ ピマリシン眼軟膏1％｢センジュ｣ ガチフロ点眼液0.3％


主成分 セフメノキシム塩酸塩 ガチフロキサシン水和物


写真


点眼回数 1回1～2滴、1日4回 1回1～2滴、1日6～8回 1回滴量を1日4～5回塗布 1回1滴、1日3回


製品名 バクシダール点眼液0.3％ ロメフロン点眼液0.3％ ロメフロンミニムス眼科耳科用液0.3％


主成分 ノルフロキサシン 塩酸ロメフロキサシン 塩酸ロメフロキサシン


写真


点眼回数 1回1滴、1日3回 1回1滴、1日3回 1回1滴、1日3回　（※眼科のみ記載）


ピマリシン


感染症領域







千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


製品名 オドメール点眼液0.02％ オドメール点眼液0.05％ オドメール点眼液0.1％


主成分


写真


点眼回数 1回1～2滴、1日2～4回 1回1～2滴、1日3～5回 1回1～2滴、1日2～4回


製品名 ビジュアリン点眼液0.02％ ビジュアリン点眼液0.05％ ビジュアリン眼科耳鼻科用液0.1％


主成分


写真


点眼回数 1回1～2滴、1日3～4回 1回1～2滴、1日3～4回 1回1～2滴、1日3～4回
（※眼科用のみ記載）


フルオロメトロン


炎症領域：ステロイド


デキサメタゾンメタスルホ安息香酸エステルナトリウム







千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


領域 炎症領域：消炎酵素


製品名 インドメロール点眼液0.5％ ニフラン点眼液0.1％ ブロナック点眼液0.1％ リゾティア点眼液0.5％


主成分 インドメタシン プラノプロフェン ブロムフェナクナトリウム水和物 リゾチーム塩酸塩


写真


点眼回数
1回1滴を眼手術前4回、


眼手術後1日3回
1回1～2滴、1日4回 1回1～2滴、1日2回 1回1～2滴、1日数回


炎症領域：非ステロイド







千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


製品名 エリックス点眼液0.25％ ケタス点眼液0.01％ クロモフェロン点眼液2％ レボカバスチン点眼液0.025％「TS」


主成分 アンレキサノクス イブジラスト クロモグリク酸ナトリウム レボカバスチン塩酸塩


写真


点眼回数 1回1～2滴、1日4回 1回1～2滴、1日4回 1回1～2滴、1日4回 1回1～2滴、1日4回


製品名 タリムス点眼液0.1％


主成分 タクロリムス水和物


写真


点眼回数 1回1滴、1日2回


春季カタル


アレルギー領域







千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


製品名 ミケラン点眼液1％ ミケラン点眼液2％ ミケランLA点眼液1％ ミケランLA点眼液2％


主成分


写真


点眼回数 1回1滴、1日2回 1回1滴、1日2回 1回1滴、1日1回 1回1滴、1日1回


製品名 ラタノプロスト点眼液0.005％｢センジュ｣ ルミガン点眼液0.03％


主成分 ラタノプロスト ビマトプロスト


写真


点眼回数 1回1滴、1日1回 1回1滴、1日1回


緑内障領域：PG


緑内障領域：β遮断


カルテオロール塩酸塩







千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


製品名 カタリン点眼用0.005％ カタリンK点眼用0.005％


主成分


写真


点眼回数 1回1～2滴、1日3～5回 1回1～2滴、1日3～5回


角膜領域 人工涙液 調節機能


製品名 ティアバランス点眼液0.1％ 人工涙液マイティア点眼液 ソフティア点眼液0.02％


主成分
精製ヒアルロン酸


ナトリウム


塩化ナトリウム
塩化カリウム


乾燥炭酸ナトリウム
リン酸水素ナトリウム水和物


ホウ酸


シアノコバラミン


写真


点眼回数 1回1滴、1日5～6回 1回1～2滴、1日5～6回 1回1～2滴、1日3～5回


ピレノキシン


白内障領域
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千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


領域 製品名 写真 主成分 効能・効果 用法・用量 規制区分


角
膜
領
域


ティアバランス点眼液
0.1％


精製ヒアルロン酸
ナトリウム


下記疾患に伴う角結膜上皮障害
●シェーグレン症候群、スティーブンス・
ジョンソン症候群、眼球乾燥症候群(ドラ
イアイ)等の内因性疾患
●術後、薬剤性、外傷、コンタクトレンズ
装用等による外因性疾患


1回1滴、1日5～6回点眼
し、症状により適宜増減
する。
なお、通常は0.1％製剤
を投与し、重症疾患等で
効果不十分の場合に
は、0.3％製剤を投与す
る。


-


ベストロン点眼用0.5％ セフメノキシム塩酸塩


＜適応菌種＞
セフメノキシムに感性のブドウ球菌属、レ
ンサ球菌属、肺炎球菌、モラクセラ・ラク
ナータ（モラー・アクセンフェルト菌）、セラ
チア・マルセスセンス、プロテウス属、モ
ルガネラ・モルガニー、プロビデンシア
属、インフルエンザ菌、ヘモフィルス・エジ
プチウス(コッホ・ウィークス菌)、緑膿菌、
アクネ菌
＜適応症＞
眼瞼炎、涙嚢炎、麦粒腫、結膜炎、瞼板
腺炎、角膜炎（角膜潰瘍を含む）、眼科周
術期の無菌化療法


本剤を添付の溶解液で
1mL当たりセフメノキシム
塩酸塩として5mg(力価)
の濃度に溶解し、通常1
回1～2滴を1日4回点眼
する。 なお、症状により
適宜回数を増減する。た
だし、症状に改善がみら
れない場合は漫然と長
期間の連続投与を行わ
ないこと。


処方せん医薬品


ピマリシン点眼液5％
｢センジュ｣


角膜真菌症


用時よく振り混ぜた後、
通常1回1～2滴、 1日6～
8回点眼する。 なお、症
状により適宜回数を増減
する。


処方せん医薬品


ピマリシン眼軟膏1％
｢センジュ｣


角膜真菌症


通常、1回適量を1日4～
5回塗布する。 なお、症
状により適宜回数を増減
する。


処方せん医薬品


ガチフロ点眼液0.3％ ガチフロキサシン水和物


＜適応菌種＞
ガチフロキサシンに感性のブドウ球菌
属、レンサ球菌属、肺炎球菌、腸球菌
属、モラクセラ(ブランハメラ)・カタラーリ
ス、コリネバクテリウム属、シトロバクター
属、クレブシエラ属、セラチア属、モルガ
ネラ・モルガニー、インフルエンザ菌、
シュードモナス属、緑膿菌、スフィンゴモ
ナス・パウチモビリス、ステノトロホモナス
(ザントモナス)・マルトフィリア、アシネトバ
クター属、アクネ菌
＜適応症＞
眼瞼炎、涙嚢炎、麦粒腫、結膜炎、瞼板
腺炎、角膜炎（角膜潰瘍を含む）、眼科周
術期の無菌化療法


[眼瞼炎、涙嚢炎、麦粒
腫、結膜炎、瞼板腺炎、
角膜炎(角膜潰瘍を含
む)]
通常、1回1滴、1日3回点
眼する。
なお、症状により適宜増
減する。
[眼科周術期の無菌化療
法]
通常、手術前は1回1滴、
1日5回、手術後は1回1
滴、1日3回点眼する。


処方せん医薬品


バクシダール点眼液
0.3％


ノルフロキサシン


＜適応菌種＞
本剤に感性のブドウ球菌属、レンサ球菌
属、肺炎球菌、腸球菌属、ミクロコッカス
属、モラクセラ属、コリネバクテリウム属、
バシラス属、クレブシエラ属、エンテロバ
クター属、セラチア属、プロテウス属、イン
フルエンザ菌、ヘモフィルス・エジプチウ
ス（コッホ・ウィークス菌）、シュードモナス
属、緑膿菌、バークホルデリア・セパシ
ア、ステノトロホモナス（ザントモナス）・マ
ルトフィリア、アシネトバクター属、フラボ
バクテリウム属、アルカリゲネス属
＜適応症＞
眼瞼炎、涙嚢炎、麦粒腫、結膜炎、瞼板
腺炎、角膜炎（角膜潰瘍を含む）、眼科周
術期の無菌化療法


通常、1回1滴、1日3回点
眼する。
なお、症状により適宜増
減する。
＜用法・用量に関連する
使用上の注意＞
本剤の使用にあたって
は、耐性菌の発現等を
防ぐため、原則として感
受性を確認し、疾病の治
療上必要な最小限の期
間の投与にとどめるこ
と。


処方せん医薬品


ロメフロン点眼液0.3％ 塩酸ロメフロキサシン


＜適応菌種＞
ロメフロキサシンに感性のブドウ球菌属、
レンサ球菌属、肺炎球菌、腸球菌属、ミク
ロコッカス属、モラクセラ属、コリネバクテ
リウム属、バシラス属、クレブシエラ属、
エンテロバクター属、セラチア属、プロテ
ウス属、モルガネラ・モルガニー、プロビ
デンシア属、インフルエンザ菌、ヘモフィ
ルス・エジプチウス(コッホ・ウィークス
菌)、シュードモナス属、緑膿菌、バークホ
ルデリア・セパシア、ステノトロホモナス
（ザントモナス）・マルトフィリア、アシネト
バクター属、フラボバクテリウム属、アク
ネ菌
＜適応症＞
眼瞼炎、涙嚢炎、麦粒腫、結膜炎、瞼板
腺炎、角膜炎（角膜潰瘍を含む）、眼科周
術期の無菌化療法


通常、1回1滴、1日3回点
眼する。
なお、症状により適宜増
減する。
＜用法・用量に関連する
使用上の注意＞
本剤の使用にあたって
は、耐性菌の発現等を
防ぐため、原則として感
受性を確認し、疾病の治
療上必要な最少限の期
間の投与にとどめるこ
と。


処方せん医薬品


感
染
症
領
域


ピマリシン







千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


領域 製品名 写真 主成分 効能・効果 用法・用量 規制区分


感
染
症
領
域


ロメフロンミニムス
眼科耳科用液0.3％


塩酸ロメフロキサシン


<適応菌種>：眼科
ロメフロキサシンに感性のブドウ球菌属、
レンサ球菌属、肺炎球菌、腸球菌属、ミク
ロコッカス属、モラクセラ属、コリネバクテ
リウム属、バシラス属、クレブシエラ属、
エンテロバクター属、セラチア属、プロテ
ウス属、モルガネラ・モルガニー、プロビ
デンシア属、インフルエンザ菌、ヘモフィ
ルス・エジプチウス(コッホ・ウィークス
菌)、シュードモナス属、緑膿菌、バークホ
ルデリア・セパシア、ステノトロホモナス
（ザントモナス）・マルトフィリア、アシネト
バクター属、フラボバクテリウム属、アク
ネ菌
<適応症>：眼科
眼瞼炎、涙嚢炎、麦粒腫、結膜炎、瞼板
腺炎、角膜炎（角膜潰瘍を含む）、眼科周
術期の無菌化療法


　　（※眼科のみ記載）


眼科
通常、1回1滴、1日3回点
眼する。
なお、症状により適宜増
減する。
＜用法・用量に関連する
使用上の注意＞
本剤の使用にあたって
は、耐性菌の発現等を
防ぐため、原則として感
受性を確認し、疾病の治
療上必要な最少限の期
間の投与にとどめるこ
と。


　　（※眼科のみ記載）


処方せん医薬品


オドメール点眼液0.02％
外眼部の炎症性疾患（眼瞼炎、結膜炎、
角膜炎、強膜炎、上強膜炎等）


用時よく振り混ぜた後、
通常1回1～2滴、1日2～
4回点眼する。年齢、症
状に応じ、適宜増減す
る。


-


オドメール点眼液0.05％


外眼部及び前眼部の炎症性疾患の対症
療法（眼瞼炎、結膜炎、角膜炎、強膜炎、
上強膜炎、前眼部ブドウ膜炎、術後炎
症）


用時よく振り混ぜた後、
通常、1回1～2滴、1日3
～5回点眼する。なお、
症状により適宜増減す
る。


-


オドメール点眼液0.1％


外眼部及び前眼部の炎症性疾患（眼瞼
炎、結膜炎、角膜炎、強膜炎、上強膜
炎、虹彩炎、虹彩毛様体炎、ブドウ膜炎、
術後炎症等）


用時よく振り混ぜた後、
通常1回1～2滴、1日2～
4回点眼する。年齢、症
状に応じ、適宜増減す
る。


-


ビジュアリン点眼液
0.02％


外眼部及び前眼部の炎症性疾患の対症
療法（眼瞼炎、結膜炎、角膜炎、強膜炎、
上強膜炎、前眼部ブドウ膜炎、術後炎
症）


通常、1回1～2滴ずつ、1
日3～4回点眼する。な
お、症状により適宜増減
する。


-


ビジュアリン点眼液
0.05％


外眼部及び前眼部の炎症性疾患の対症
療法（眼瞼炎、結膜炎、角膜炎、強膜炎、
上強膜炎、前眼部ブドウ膜炎、術後炎
症）


通常、1回1～2滴ずつ、1
日3～4回点眼する。な
お、症状により適宜増減
する。


-


ビジュアリン
眼科耳鼻科用液0.1％


(眼科用)
外眼部及び前眼部の炎症性疾患の対症
療法（眼瞼炎、結膜炎、角膜炎、強膜炎、
上強膜炎、前眼部ブドウ膜炎、術後炎
症）


　　（※眼科用のみ記載）


(眼科用)
通常、1回1～2滴ずつ、1
日3～4回点眼する。な
お、症状により適宜増減
する。


　　（※眼科用のみ記載）


-


炎
症
領
域


非
ス
テ
ロ
イ
ド


インドメロール点眼液
0.5％


インドメタシン
白内障手術時における下記症状の防止
術中の縮瞳、術後の炎症症状、術中・術
後合併症


通常、1回1滴を眼手術
前4回（3時間前、2時間
前、1時間前、30分前）、
眼手術後1日3回点眼す
る。


-


フルオロメトロン


デキサメタゾンメタスルホ安
息香酸エステルナトリウム


炎
症
領
域
　
　
ス
テ
ロ
イ
ド







千寿製薬㈱　医療用点眼薬一覧（2011年4月作成）


領域 製品名 写真 主成分 効能・効果 用法・用量 規制区分


ニフラン点眼液0.1％ プラノプロフェン


外眼部及び前眼部の炎症性疾患の対症
療法（眼瞼炎、結膜炎、角膜炎、強膜炎、
上強膜炎、前眼部ブドウ膜炎、術後炎
症）


通常、1回1～2滴を1日4
回点眼する。
なお、症状により適宜回
数を増減する。


-


ブロナック点眼液0.1％
ブロムフェナクナトリウム


水和物


外眼部及び前眼部の炎症性疾患の対症
療法〔眼瞼炎、結膜炎、強膜炎(上強膜炎
を含む）、術後炎症〕


通常、1回1～2滴、1日2
回点眼する。


-


炎
症
領
域


消
炎
酵
素


リゾティア点眼液0.5％ リゾチーム塩酸塩 慢性結膜炎
通常、1回1～2滴を1日
数回点眼する。


-


エリックス点眼液0.25％ アンレキサノクス
アレルギー性結膜炎、花粉症、春季カタ
ル


通常、1回1～2滴を1日4
回(朝、昼、夕方及び就
寝前)点眼する。


-


ケタス点眼液0.01％ イブジラスト アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）
通常、１回1～2滴、1日4
回（朝、昼、夕方及び就
寝前）点眼する。


-


クロモフェロン点眼液2％
クロモグリク酸


ナトリウム
アレルギー性結膜炎、春季カタル


1回1～2滴、1日4回(朝、
昼、夕方及び就寝前)点
眼


-


レボカバスチン点眼液
0.025％「TS」


レボカバスチン塩酸塩 アレルギー性結膜炎
1回1～2滴を1日4回(朝、
昼、夕方及び就寝前)点
眼する。


-


春
季
カ
タ
ル


タリムス点眼液0.1％ タクロリムス水和物


春季カタル（抗アレルギー剤が効果不十
分な場合）
【効能・効果に関連する使用上の注意】
眼瞼結膜巨大乳頭の増殖が認められ、
抗アレルギー剤により十分な効果が得ら
れないと判断した場合に使用すること。


用時よく振り混ぜたの
ち、通常、1回1滴を1日2
回点眼する。


劇薬
処方せん医薬品


炎
症
領
域
　
　
非
ス
テ
ロ
イ
ド


ア
レ
ル
ギ
ー


領
域
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領域 製品名 写真 主成分 効能・効果 用法・用量 規制区分


ミケラン点眼液1％


ミケラン点眼液2％


ミケランLA点眼液1％


ミケランLA点眼液2％


ラタノプロスト点眼液
0.005％｢センジュ｣


ラタノプロスト 緑内障、高眼圧症


1回1滴、1日1回点眼す
る。
＜用法・用量に関連する
使用上の注意＞
頻回投与により眼圧下
降作用が減弱する可能
性があるので、1日1回を
超えて投与しないこと。


処方せん医薬品


ルミガン点眼液0.03％ ビマトプロスト 緑内障、高眼圧症


1回1滴、1日1回点眼す
る。
＜用法・用量に関連する
使用上の注意＞
頻回投与により眼圧下
降作用が減弱する可能
性があるので、1日1回を
超えて投与しないこと。


処方せん医薬品


カタリン点眼用0.005％ 初期老人性白内障
錠剤を添付溶解液に用
時溶解し、1回1～2滴を1
日3～5回点眼する。


-


カタリンK点眼用0.005％ 初期老人性白内障
顆粒を溶解液に用時溶
解し、1回1～2滴、1日3
～5回点眼する。


-


人
工
涙
液


人工涙液マイティア
点眼液


塩化ナトリウム
塩化カリウム


乾燥炭酸ナトリウム
リン酸水素ナトリウム水和物


ホウ酸


下記における涙液の補充
 涙液減少症、乾性角結膜炎、コンタクト
レンズ装着時
＜効能・効果に関連する使用上の注意＞
ソフトコンタクトレンズ装着時には使用し
ないこと（レンズの中に薬剤が徐々に吸
着されて、眼刺激やレンズ物性に影響を
与えるおそれがある）。


通常、1回1～2滴を1日5
～6回点眼する。
なお、症状により適宜増
減する。


-


調
節
機
能


ソフティア点眼液0.02％ シアノコバラミン
調節性眼精疲労における微動調節の改
善


通常、1回1～2滴を1日3
～5回点眼する。なお、
症状により適宜増減す
る。


-


緑内障、高眼圧症


通常、1％製剤を1回1
滴、1日2回点眼する。な
お、十分な効果が得られ
ない場合は、2％製剤を
用いて1回1滴、1日2回
点眼する。


-


緑内障、高眼圧症


通常、1％製剤を1回1
滴、1日1回点眼する。な
お、十分な効果が得られ
ない場合は、2％製剤を
用いて1回1滴、1日1回
点眼する。
＜用法・用量に関連する
使用上の注意＞
他の点眼剤を併用する
場合には、本剤投与前
に少なくとも10分間の間
隔をあけて、本剤を最後
に点眼すること。


-


緑
内
障
領
域
　
　
P
G


白
内
障
領
域


ピレノキシン


緑
内
障
領
域
　
　
β
遮
断


カルテオロール塩酸塩






